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称 
新川橋 

 
指定日 平成 19年 3月 28日 所在地  飯田橋二丁目～西神田三丁目（日本橋川） 

設計者  

 

竣 工  昭和 2年（1927）7月 

 

 

 

歴史・文化的特徴 

震災復興事業により新たに架けられた橋。 

小さな橋詰広場が併設されている。 

震災復興橋梁である。 

 

 

 

意匠・構造の特徴 

簡素な鋼製ゲルバー橋である。橋桁側面の色は赤色。 

石造風でアールデコ風の親柱が特徴的。手すりは簡素なデザインである。 

 

 

 

 

周辺景観との関係 

歩行者の視点からは親柱以外は印象的な意匠は目に入らない。 

橋上では首都高速道路の高架の圧迫感があり、眺望はあまり良くない。 

周辺からは首都高速道路の高架橋柱に囲われるように橋梁が見える。 

水面からは高架橋柱越しに橋台や橋梁の全景を見ることができる。 

交通量は比較的少ない。 

 

 

 

 

 


